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※　申立人や未成年後見人候補者が未成年者と親族関係にある場合に
　は，申立人や未成年後見人候補者について必ず記載してください。
※　未成年者のきょうだい，父母，祖父母， おじ，おばについては，わか
　る範囲で記載してください。
※　亡くなった方や父母の離婚は，記載例を参考に記載してください。

おじ・おば

丙山　晃

おじ・おば

　　　　　　年　　　 月　　　 日生

養父

祖父 　　　　　　年　　　 月　　　 日生

丙山　日生
（成人している）兄・姉

養母 丙山　文月

祖母 　　　　　　年　　　 月　　　 日生

丙山　光
（成人している）兄・姉

父

丙山　太陽 　　　　　　年　　　 月　　　 日生

　平成〇年〇月〇日

　離婚 未成年者

母 丙山　葉月
祖父 丙山　初月
丁川　松男

令和〇年〇月〇日死亡

（申立人兼候補者） 養父

祖母 　　　　　　年　　　 月　　　 日生

丁川　竹子 　　　　　　年　　　 月　　　 日生

養母

　　　　　　年　　　 月　　　 日生

　　　　　　年　　　 月　　　 日生

おじ・おば

丁川　梅美

平成〇年〇月〇日死亡

おじ・おば

　　　　　　年　　　 月　　　 日生

親　　族　　関　　係　　図

平成 〇 年 〇 月 〇 日生

平成 〇 年 〇 月 〇 日生

昭和 〇 年 〇 月 〇 日生

昭和 〇 年 〇 月 〇 日生

昭和 〇 年 〇 月 〇 日生

昭和 〇 年 〇 月 〇 日生

昭和 〇 年 〇 月 〇 日生

昭和 〇 年 〇 月 〇 日生

昭和 〇 年 〇 月 〇 日生

昭和 〇 年 〇 月 〇 日生

この関係図に当てはまらない

身分関係があり，記載が難しい

場合は，この書式を参考にして，

Ａ４サイズの用紙を使って親族

関係図を作成してください。

亡くなった方には，×印

をつけ，死亡年月日を

記載してください。

離婚した場合には，×

印をつけ，離婚した年

月日を記載してください。



➈

令和

№ 支店名 口座種別 資料

1 〇〇 ☑普□定
□

☑

2 〇〇 ☑普□定
□

☑

3
□普□定
□

□

4
□普□定
□

□

5
□普□定
□

□

№ 資料

1 □

2 □

3 □

№ 資料

1 ☑

2 □

3 □

財  産  目  録

評価額（円）

　

未成年者

　 　 　 　 　 　

〇〇生命保険

株式会社
生命保険 12-3456 5,000,000 丙山初月

　〇　年　〇　月　〇　日

2345678 令和〇年〇月〇日 3,000,000 申立人

金融機関の名称 口座番号 最終確認日 残高（円）

〇〇銀行

管理者

〇〇銀行 1234567 令和〇年〇月〇日 50,000 未成年者

　てください。

※　以下の１から８までの財産に関する資料がある場合には，「資料」欄の□にチェックを付し，

  当該資料の写しを添付してください。また，財産目録との対応関係がわかるように，資料の写し

種　類

　

3,055,000

　 　

保険会社の名称 保険の種類

３　生命保険，損害保険等（未成年者が契約者又は受取人になっているもの）

未成年者

保険金額
（受取額）（円）

　※　「口座種別」欄については，普通預貯金や通常貯金等は「普」，定期預貯金や定額貯金等は「定」の
　　□にチェックを付し，その他の種別は下欄の□にチェックを付し,種別の名称を記載してください。

※　以下の１から９までの財産の有無等について該当する□にチェックを付し，その内容を記載し

合　　計

合　　計

２　有価証券等（株式，投資信託，国債，社債，外貨預金，手形，小切手など）

　□　次のとおり　☑　当該財産はない　□　不明

　

　☑　次のとおり　□　当該財産はない　□　不明

契約者 受取人

5,000

数量，額面金額株式の銘柄，証券会社の名称等

　

管理者

  には対応する番号を右上に付してください。(例：財産目録の「１預貯金・現金」の「No.２」の

  資料の写しであれば，資料の写しの右上に「財１－２」と付記してください。）

※　財産の各記載欄が不足した場合には，この用紙をコピーした上で，「№」欄の番号を連続する

　よう付け直してください。

作成者氏名　  丁川  竹子　  印

１　預貯金・現金
　☑　次のとおり　□　当該財産はない　□　不明

未成年者（    丙山　葉月    ）の財産の内容は以下のとおりです。

　現金（預貯金以外で所持している金銭）

証書番号

1



➈

№ 資料

1 □

2 □

3 □

№ 資料

1 □

2 □

3 □

№ 資料

1 □

2 □

3 □

№ 資料

1 □

2 □

3 □

№ 資料

1 □

2 □

3 □

　□　次のとおり　☑　負債はない　□　不明

債務者名（請求先） 債権の内容

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　

　 　

　

　

　□　次のとおり　☑　当該財産はない　□　不明
６　債権（貸付金，損害賠償金など）

　 　 　 　 　

残額（円） 備考

　 　

７　その他（原動機付自転車，自動二輪車など）
　□　次のとおり　☑　当該財産はない　□　不明

合　　計

合　　計 　

　

債権者名（支払先） 負債の内容 残額（円） 返済月額（円）

　 　

　 　 　 　

　

８　負債

所　在 家屋番号 種　類

所　在 地　番 地　目 地積（㎡）
備考

（現状，持分等）

５　不動産（建物）
　□　次のとおり　☑　当該財産はない　□　不明

　

　 　

　

４　不動産（土地）

　□　相続財産はない（相続財産目録は作成する必要はありません。）
　□　不明　　　　　（相続財産目録は作成する必要はありません。）

　☑　相続財産がある（相続財産目録を作成して提出してください。）

　

９　遺産分割未了の相続財産（未成年者が相続人となっている遺産）

　□　次のとおり　☑　当該財産はない　□　不明

　 　 　 　

床面積(㎡)
備考

（現状，持分等）

種類 内容 評価額（円） 備考

2 



➉

令和

№ 支店名 口座種別 資料

1 〇〇 ☑普□定
□

☑

2 〇〇 □普☑定
□

☑

3
□普□定
□

□

4
□普□定
□

□

5
□普□定
□

□

6
□普□定
□

□

7
□普□定
□

□

8
□普□定
□

□

9
□普□定
□

□

10
□普□定
□

□

　遺言書　　　　　　　　　　（□　あり　　☑　なし　　□　不明）

１　預貯金・現金
　☑　次のとおり　□　当該財産はない　□　不明

令和〇年〇月〇日

令和〇年〇月〇日 3,000,000 申立人

　※　「口座種別」欄については，普通預貯金や通常貯金等は「普」，定期預貯金や定額貯金等は「定」の
　　□にチェックを付し，その他の種別は下欄の□にチェックを付し,種別の名称を記載してください。

500,000 申立人

〇〇銀行 5678912

金融機関の名称 口座番号 最終確認日 残高（円） 管理者

〇〇銀行 4567891

相 続 財 産 目 録

　未成年者の法定相続分　　　（ 　 ２   分の　  １　 ）

　被相続人の氏名　　　　　　（ 　   丙山　初月   　 ）

　未成年者との続柄　　　　　（未成年者の 　　母　　 ）

　〇　年　〇　月　〇　日 作成者氏名　  丁川　竹子　  　印

※　以下の相続財産の有無等について該当する□にチェックを付し，その内容を記載してください。

※　以下の相続財産に関する資料がある場合には，「資料」欄の□にチェックを付し，当該資料の

  写しを添付してください。また，相続財産目録との対応関係がわかるように，資料の写しには対

  応する番号を右上に付してください。(例：相続財産目録の「１預貯金・現金」の「No.２」の資

  料の写しであれば，資料の写しの右上に「相１－２」と付記してください。）

  ごとにこの目録を作成してください。

※　被相続人（亡くなられた方）が複数いる場合には，この目録をコピーするなどして，被相続人

※　相続財産の各記載欄が不足した場合には，この用紙をコピーした上で，「№」欄の番号を連続

　するよう付け直してください。

※　未成年者が相続人となっている遺産分割未了の相続財産がある場合にのみ提出してください。

　未成年者（  丙山　葉月 ）が相続人となっている相続財産の内容は以下のとおりです。

　被相続人が亡くなられた日　（□　平成 ・ ☑　令和　〇 年 〇 月 〇 日）

　現金（預貯金以外で所持している金銭） 0

合　　計 3,500,000

1



➉

№ 資料

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □

№ 資料

1 ☑

2 □

3 □

4 □

5 □

№ 資料

1 ☑

2 □

3 □

4 □

5 □

№ 資料

1 ☑

2 □

3 □

4 □

5 □

　

　

　

　

５　不動産（建物）

　☑　次のとおり　□　当該財産はない　□　不明

所　在 家屋番号 種　類 床面積(㎡)

２　有価証券等（株式，投資信託，国債，社債，外貨預金，手形，小切手など）

　

　

　

　

評価額（円） 管理者

　□　次のとおり　☑　当該財産はない　□　不明

種　類 株式の銘柄，証券会社の名称等

　 　

　 　 　

　

　 　 　

数量，額面金額

　 　 　

合　　計

３　生命保険，損害保険等（被相続人が受取人になっているもの）

　☑　次のとおり　□　当該財産はない　□　不明

保険会社の名称 保険の種類

〇〇生命保険

株式会社
生命保険

証書番号

23-4567

契約者

丁川梅美

保険金額
（受取額）（円）

5,000,000

〇〇市〇〇町〇丁目 〇番〇 宅地 123.45 自宅

４　不動産（土地）

　☑　次のとおり　□　当該財産はない　□　不明

地　番 地　目 地積（㎡）
備考

（現状，持分等）所　在

　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　

　

　

備考
（現状，持分等）

〇〇市〇〇町〇丁目〇番地〇 〇番〇の〇 居宅
１階　80.50

２階　55.50
自宅

　 　 　

　

2



➉

№ 資料

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □

№ 資料

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □

№ 資料

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □

　 　 　 　

　 　 　 　

８　負債

　□　次のとおり　☑　負債はない　□　不明

債権者名（支払先） 負債の内容 残額（円） 返済月額（円）

備考

　 　 　　

　 　 　 　

　 　 　 　

合　　計 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　 　 　

７　その他（自動車など）

　□　次のとおり　☑　当該財産はない　□　不明

種類 内容 評価額（円）

　 　 　 　

　 　

合　　計 　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　

６　債権（貸付金，損害賠償金など）

　□　次のとおり　☑　当該財産はない　□　不明

債務者名（請求先） 債権の内容 残額（円） 備考

3



⑪

　未成年者（ 　丙山　葉月　 ）の収支予定は以下のとおりです。

No. 月　額（円） 資料

1 65,000 ☑

2 30,000 ☑

3 □

4 □

5 30,000 ☑

6 □

7 □

8 □

125,000　円 年額（月額×１２か月）＝

No. 月　額（円） 資料

1 食費・日用品 □

2 通信費 8,000 ☑

3 □

4 □

5 □

6 校納金（授業料等） 35,000 ☑

7 課外活動費（部費等） □

8 □

9 □

10 □

　るよう付け直してください。

□財産目録預貯金№　　　の口座に振り込み

□財産目録預貯金№　　　の口座に振り込み

毎月末日に未成年者がアルバイト代を受領している。

□財産目録預貯金№　　　の口座に振り込み

遺族厚生年金

その他の年金（　　　　　　　　）

２か月に１回

☑財産目録預貯金№　２　の口座に振り込み

□財産目録預貯金№　　　の口座に振り込み

給与等

賃料収入

名称･支給者等

手当（　　　　　　　　　　　　　　）

1,500,000　円

２　未成年者の定期的な支出

☑財産目録預貯金№　２　の口座から自動引き落とし

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

収入の合計（月額)　　＝　　

☑財産目録預貯金№　１　の口座から自動引き落とし

引落口座・頻度・支払方法等

生活費

申立人が負担している。

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

学費・
教育費

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

品　　　　目

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

□財産目録預貯金№　　　の口座に振り込み

□財産目録預貯金№　　　の口座に振り込み

収　支　予　定　表

※　以下の収支について記載し，資料がある場合には，「資料」欄の□にチェックを付し，当該

  資料の写しを添付してください。また，収支予定表との対応関係がわかるように，資料の写し

  には対応する番号を右上に付してください。(例：収支予定表の「１未成年者の定期的な収入」

  の「No.２遺族厚生年金」の資料の写しであれば，資料の写しの右上に「収１－２」と付記し

令和　〇　年　〇　月　〇　日 作成者氏名　　　    丁川　竹子            印

　てください。）

遺族基礎年金

１　未成年者の定期的な収入

入金先口座・頻度等

２か月に１回

☑財産目録預貯金№　２　の口座に振り込み

※　収支の各記載欄が不足した場合には，この用紙をコピーした上で，「№」欄の番号を連続す

２か月ごと，四半期ごと，１年に１回の収入などは月額

に按分した金額を記載してください（割り切れない場合

には，小数第一位を切り上げて記載してください。）。

なお，支出の記載においても同様です。

未成年者のための支出であっても，未成

年者の親族等が負担する場合には，収支

予定表に記載しないでください。

1



⑪

11 通学定期代 6,000 □

12 通勤定期代 □

13 □

14 □

15 入院費・医療費・薬代 □

16 □

17 □

18 □

19 家賃 □

20 地代 □

21 □

22 □

23 固定資産税 □

24 □

25 □

26 □

27 □

28 国民健康保険料 □

29 生命（損害）保険料 □

30 □

31 □

32 こづかい 30,000 ☑

33 □

34 □

35 □

36 □

79,000　円 年額（月額×１２か月）＝

月額 46,000　円  

年額 552,000　円

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

交通費

（収入の合計） - （支出の合計） =　＋・－

（収入の合計） - （支出の合計） =　＋・－

療養費
□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

支出の合計（月額）　　＝　　

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

948,000　円

住居費

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

定期的な収入欄記載の給与等（アルバイト代）のこ

とである。

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

その他

税金

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし

□財産目録預貯金№　　　の口座から自動引き落とし
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保険料
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